2025.7.14　社会教育委員会　議事録

出席委員：酒井紀子、味元加奈、石元仙人、田村亮、林瑞穂、松下正明、吉岡栄作
欠席委員：槙野一人、本井ゆき
事務局：山脇教育長、今西課長、高瀬副課長、中村係長、井口主幹、竹内主任、西内主事


【議事録】
・冒頭、教育長より挨拶あり。続いて各人の自己紹介。

今西：（会議成立の件を報告）以降の進行は酒井委員長にお願いします。
酒井：はい、それでは議題に入ります。議題1の説明を事務局からお願いします。
中村：（資料に沿って説明あり）
酒井：はい、なにかご意見は。なければ私から。資料3～5ページですが、大会や研修会の予定を地区ごとに書いてくれていますが、年間カレンダー形式で表記していただけると大変助かります。どうでしょう。日時と内容、備考欄みたいな形式で。
中村：見やすいかもしれないですね。
味元：カテゴリーで分けているのかな。一覧にすれば確かに分かりやすいですね。
中村：来年は２種類で用意します。
酒井：はい、では次です。令和６年度実績と７年度計画についてお願いします。
中村：（資料に沿って説明あり）それでは、続いて資料11ページの主要施策について各事業担当者から説明をしてもらいます。
西内：（資料に沿って説明あり）※文化講座
竹内：（資料に沿って説明あり）※人権教、国際交流
中村：（資料に沿って説明あり）※各種団体への支援
　　　資料14ページまで進みましたので、一旦ここで説明を切りましょうか。
酒井：はい、委員の皆さん質問やご意見はありませんか。（意見無し）
では私から、11ページの文化講座について質問です。開催場所とか時間はどんな感じでしたか？
西内：陶芸教室はふるさと未来館で開催して、時間は午後でした。曜日は土日です。
中村：着付け教室は改善センターで開催して、時間帯は平日の夜間です。
西内：着付けに関しては講師が木曜日の夜間が都合が良いということもあります。あとは社会人の方々が参加しやすいように、仕事が終わって夜7時～９時で設定しています。
酒井：一定のファンがいて、リピーターの意見を反映していると。
西内：パン作りは改善センターで開催し、曜日は土日です。親子で参加しやすいように設定しています。
酒井：シルバー大学は、開催場所は窪川地域ですか？
今西：開校式は窪川地域です。十和・大正地域からは送迎バスを出しています。グラウンドゴルフは設備等の関係上、窪川運動場で実施し、ゲートボールは十和で開催しました。
酒井：大学というからには毎回同じ仲間ですか？
今西：メンバーは毎年度募集しています。その中から、運営委員を選出して企画を行っています。
酒井：もうひとつ国際交流について。韓国語教室は大正・十和クラスがあって、たぶん十和から必死で大正へ通ってた人がいたと思うのですが、十和では実施しませんか？
竹内：精査はできていませんが、募集としては町内全域。応募者の居住エリアが開催地の判断基準にはなっています。
酒井：分かりました。私からは以上です。ありがとうございました。ほかの委員の皆さん、なにかご意見ないですか。（意見無し）
中村：では続きからご説明します。
高瀬：（資料に沿って説明あり）※生涯学習拠点施設の活用
今西：（資料に沿って説明あり）※図書館美術館　
酒井：はい、ありがとうございました。なにかご意見やご質問はないですか。
林：生涯学習施設の予算が増えていますが、施設の改修ですか？
高瀬：四万十会館のトイレ改修が大きかったです。それ以外は通常どおりの予算。
酒井：ほかには？
味元：トイレが和式だった？
高瀬：四万十会館の予算で7年度が増えているのは、点検事項の改修工事や音響設備の工事が理由です。
課長：トイレの洋式化と、今までウォシュレットも無かったので新たに設置しました。一定の人数が使っている施設は定期点検に入っていて、指摘のあった箇所を改修しています。
酒井：四万十会館の利用者数は？
中村：コロナが明けて活動再開により増えています。森のピアノ等の自主事業をご努力くださっており、利用者数は増えている印象です。
林：移動図書館が活発に動いていると思うが、ほかの福祉施設等へ行く計画とかはありますか？要望も含めて。
今西：移動図書館車の場所については、放課後子ども教室等の一定の人数が集まる場所をピックアップしているが、そのなかで実際の利用人数とかを見ています。場所の選定変更もしながら運用している状況なので、もしここに行ってほしいとかのご希望があれば気軽に図書館へ要望をしていただきたいと思います。
林：本の読み聞かせボランティアへの支援について、例えば何か連続講座とかで支援していますか？今後の取組等、なにか方向性があれば教えてください。
今西：読み聞かせボランティアは、だいたい小学校区ごとに来ていただいている状況です。あとは、環境整備のボランティアは随時受け付けているが、読み聞かせの講習会は実施できておりません。今日のご意見も踏まえて、実際にボランティア活動で来てもらっている人の意見も含めて、図書館で話し合っていきたいと思います。
酒井：私も読み聞かせボランティアをしています。学校の先生へ「こんな本読んだよ」とかの申し送りもしていて、だいたい月1回で木曜日の朝８：１５～８：４０です。短時間でのボランティアで、なかなか担い手がいないのが現状。金銭的に支援が良いのかは分かりませんが。例えば読み聞かせボランティアを統括する団体を作っておいて、それで各地域へ読み聞かせボランティアを采配してもらうとか、ちょっとやり方を考えてもらったらいいのかなと思いました。それと、本のことですが除籍しているから8万冊ということ。これは以前、図書館の議論の時に理想は12万冊と言われていたように、今後、議会を通じてと思いますが、本当に8万冊で良いのかというのも議論してほしいと思っています。
今西：冊数が多いに越したことはないですが、現状の施設規模でいくとこれが最大数です。
酒井：はい。美術館の入館者数の増加理由については？
中村：絵画修復家の大原先生の講座を実施したことが理由の一つかなと思います。
酒井：もうひとつ良いですか。7年度事業計画で図書館美術館の改修工事費が計上されています。現在の施設を直すということですが、これについて新しい施設建設等に関し、なにか住民の動きはありませんか。
今西：今のところ新しい建設計画は白紙状態です。住民からの個別の要望もあがってきていない状況です。新しいものを作るにはやはり時間がかかりますので、現状の施設で急がれるものを予算化しています。
吉岡：読み聞かせボランティアについては、学校図書館との連携が割とできています。ただ、現在学校図書館に図書支援員がおりません。担当教諭もいない状況です。図書が古くなっているので、学校図書館の整理もしなければいけないと思います。ぜひその辺の整理にも、読み聞かせボランティアさんのお力を貸していただけたらありがたいです。
酒井：ご意見ありがとうございます。移動図書館が好調な理由のひとつに、放課後子ども教室に来てくれているというお話がさきほどありましたが、昭和小学校が6年度末で閉校したことに伴い、７年度から新たに十和子ども教室ができました。閉校前の６年度の昭和放課後子ども教室支援員の取り組みが素晴らしかった。移動図書館車が来ても借りられる人、そうでない人とどうしても差が出て、分かれてしまう。なにか子どもたちに働きかける仕組みを作ってほしいので、そういうことを現場へ伝えていただきたいと思います。では次へお願いします。
高瀬：（資料に沿って説明あり）※文化財、重要文化的景観等
酒井：はい、ありがとうございます。委員の皆さんからご意見等なければ続けてお願いしたいと思いますがどうでしょう。（意見無し）では、続けてお願いします。
竹内：（資料に沿って説明あり）※青少年の健全育成、二十歳の集い等
西内：（資料に沿って説明あり）※中学生海外研修事業
中村：（資料に沿って説明あり）※青少年育成補導
酒井：はい、ではいったんここで切ります。ご意見等、委員の皆さんお願いします。
吉岡：青少年の健全育成について。わんぱく学校の7年度事業は小学校低学年が参加できる教室が少ないんじゃないかと感じました。６年度事業は、全小学生向けに影絵講演会があったので、学年に関係なく全員が見れた。7年度は成果指標が減るんじゃないかと思いますが…
中村：育成事業は毎年開催していますが、小学生向け、中学生向け。５年度は中高生を対象にしていました。若干小学生が多いですが、小学生の全体数も減ってきているのでなんとも言い難い状況です。
吉岡：すごく減る気がするが…
酒井：影絵はめちゃめちゃ喜んでいました。
中村：専任指導員の夢だったそうです。影絵講演をやるというのが。
吉岡：もうひとつ中学生の海外研修事業。６名申し込みで３名？
今西：この高幡の事業自体は、受け入れ先の高幡地域の枠があって、それに各市町村の割り当てが基本３名ずつというのがあります。ただ、そもそも申し込みがない市町村とかもあるので、１名の枠が増える年があったり、あるいは無かったりして申込状況によって増減します。四万十町では予算上は毎回、４人分計上しており今回4名行けるようになりましたが、あくまでも全体枠の中での調整をしています。
酒井：ちらっと、誰が行くかの選定の時に揉めたと聞きました。２年生で当選とならなかった子は、3年生では優先的になりますか？あと1名枠をくじびきか何かで決めたと聞きましたが、事前に作文か何かを出していたのになぜそんなことをするんだと。
今西：各市町村の選考は各教育委員会に委ねられています。過去には作文を読んで選んでおりました。そもそも本人の作文はホームステイ先に読んでもらっていたようです。ただ、学校長が先に見てくださっている作文を教育委員会があとから優先順位をつけるのはやりづらい、という点もあります。今年に関しては、昨年中学2年生で応募していたが落選していた、という優先順位が一番の子が２名いました。よって、残りの枠で抽選することになりましたが、最初から「こういう方法でやります」ということは保護者にもオープンにしています。よって抽選方法への異議は、こちらには直接お声が届いておりません。おそらく、他市町で今年度抽選方法自体がオープンになっていなかったということもあったかと思いますが四万十町はこれでお願いしますというのを最初からお伝えしておりましたので…
酒井：保護者は理解していなかったようです。
今西：じっくり読んでもらっていたら、２年生の時に分かっていたと思いますが（応募をすることを）思いのほか、今年は申し込みが多かったです。市町村独自で海外研修やってるところもありますが、四万十町はようやれてないので、その分ご期待もあったかと思います。
山脇：この事業は高幡地域の5市町で基金を積んで共同事業としてやっています。海外研修の前には、どうしても須崎へ集まらないといけない負担があるのが事実です。距離的なところで、大正や十和になるとどうしても遠い。夜、須崎へ子どもを連れて行って事前研修やってもらわないといけないとか。親にとっても負担があります。近年は海外への渡航費も高騰し、高幡の事務局も苦労しているようです。
吉岡：ぜひ広げてもらいたいと思います。寂しいですね、この規模の町で。
山脇：ひとりあたり20万円で、13万円が町の補助。個人負担は7万円で抑えられます。今回はカナダのバンクーバーなので余計に渡航費が高いです。以前はオーストラリアでしたがカナダに変わりました。
酒井：ほかに委員の皆さんご意見等ありませんか。無ければ私から端的に。郷土資料館の管理運営について、予算額から決算が減り、さらに７年度当初も減っていますが理由は？
中村：昨年だけ照明工事を実施したためです。単年度で完了しています。
酒井：了解です。では、18ページの文化財の補助金について。四万十町の文化財は公式ホームページ（以下ＨＰ）でまとめて見られますか？
林：ＨＰにあります。最新版かどうかは分かりませんが…
中村：ＨＰにあります。
今西：特に変更等は無いので最新版と思います。
酒井：分かりました。22ページの子ども会・スポーツ少年団活動支援について。主な活動実績はソフトボールがほぼ占めています。各種スポーツあると思いますが、ソフトボールだけですか？
今西：この事業はスポ少の子どもたちを支援するものです。現状はソフトボールがほぼ占めていますが市町村合併前の窪川で各小学校単位だったのでその流れが残っていると思われます。特異になっていると思います。
酒井：剣道とか空手とかのスポーツ活動も、長年あります。別にそれらの団体の方がこの補助を使いたいと言っている訳ではないが、子ども会に加入する事に関し何かメリットはありますか？
今西：メリットは施設使用関係で減免あったり、各種大会のご案内が届いたりすることです。
酒井：各団体が地域のスポ少に問い合わせてもらう形ですか？
今西：はい、そのとおりです。
酒井：それから、スクールガードリーダーとは？
中村：３名に委託して児童の登下校を見守ってもらっています。
今西：一部、県からの補助があります。町単独というより、県の事業です。
酒井：分かりました。では、説明の続きからお願いします。
中村：（資料に沿って説明あり）※桜マラソン、スポーツクラブ等
竹内：（資料に沿って説明あり）※体育施設の利用
酒井：はい、何かご意見やご感想はないですか。
松下：桜マラソンの人数がどんどん減っていますが、どう分析されていますか？
中村：地域のマラソン大会が全国に色々あって、淘汰されている状況だと思われます。
松下：それに対する対策は。
今西：桜マラソンについては議会答弁もしておりまして、そもそもの開催趣旨や開催の考え方を整理する必要があると考えています。どのマラソン大会も、参加費と協賛金と補助金が1/3ずつというのがスタンダードな形だと思っています。本当は参加費の値上げをしたいが、参加者減に拍車がかかることが見込まれます。フルマラソンでやる必要があるのかという考えもあります。来月早々に実行委員会の方々と協議するようにしています。そもそも、桜マラソン大会は町村合併したときの、町民交流が主目的でした。コストの面でもどこかで線引きが必要だ、という考えを持っています。気軽に参加しやすいのはジョギングではないかとか、そういう方向も含めて。次の3月の桜マラソンの状況を見極めながら、最終判断をしていくことになると思います。
松下：終息に向きつつあるということですか。
今西：そうです。
松下：参加費を上げると悪循環になるのはどこも同じですね。フルマラソンがうまくいかない理由はいくつかありますが、全国のマラソン大会のなかで生き残るというのは相当戦略が要ります。桜マラソンのコースが基本、下りコースというのはひとつ問題。ペースが上がりやすい一方で、足への衝撃が大きくなりやすく、体への負担がかかります。また、日本陸上競技連盟が定める基準を満たせば公認記録にもなるが、桜マラソンはこれには該当しません。
ランナーで県外からの参加者はほぼ宿泊することになりますが、宿は足りていますか？秋に開催されているウルトラマラソンは、ほとんどのランナーが四万十市に宿泊しています。一方で、四万十町には宿のキャパ問題があると思っています。はっきり言って、宿は足りていません。その辺もランナーが減っている理由だと思います。
それから、おもてなしも薄いと感じます。ランナーが来て、たとえば前日から来て買い物や食事したら何割引きになりますよ、とかそんなサービスやってますか。
実際、桜マラソンの前日に町を歩いてみましたが誰も歩いていない。食事処も、午後3時で閉店。あれではだめだ。もっとおもてなししようと思ったら、普通はいつもより営業時間を長くするはずです。おもてなしを楽しみに来ているランナーもいます。ラン記録だけじゃなくて。四万十町はその辺に手を付けてないので、ランナーが減り続けているのだと思います。
大会そのものが無くなる方向であれば仕方ないが、おもてなしは無い・参加費は上がる、だと本当に魅力が無いので悪循環です。そこの発想を逆転するか、はっきり開催しない、の二択だと思います。ランナーが来れば経済効果がもたらされるので、そういう意味では町にとって（特に窪川のサービス業）確実プラスだと思いますが。全国でマラソン大会の参加者が増えているところはやっぱりサービスが充実しているとか、コースが素晴らしいとか魅力があります。残念だが比較されると四万十町は選ばれないと思います。
今西：貴重なご意見ありがとうございます。次の桜マラソン実行委員会の時に共有したいと思います。
酒井：ちなみに、桜マラソンの現在の参加費はいくらですか。
今西：9千円です。安すぎるんです。だいたいどのマラソン大会も1万円を超えています。
松下：それなりのものがあるから、お金かかってもランナーは行きますよね。
酒井：おもてなし券は？（サービスチケット的なもの）
今西：町をあげての取り組みはできておりません。
松下：前日、町を歩いても失礼だが全く歓迎ムードが無いと感じました。
今西：例えば秋のウルトラマラソンは、四万十市でも宿泊場所のキャパは一杯だと聞いています。他所から運営ボランティアに来てもらおうと思ったら、その人たちの宿泊を確保できなかったようです。
酒井：では、時間も迫って来たので次にいきたいと思います。
中村：子育てのページに関しては、社会教育とは別になってくるので割愛します。事務局からは以上です。
酒井：はい、ではその他。事務局からなにかありますか。
松下：抽象的な質問ですが。ここ数年、基本的に前年度の取り組みと今年度の取り組みの比較をすることだけになっているように感じます。７年度の事業計画の中で、お、これは！という新しい事業・目玉事業はどれですか？
中村：主要事業については、運動場のＬＥＤ化等があります。
今西：ご質問の趣旨は重々承知しております。斬新なご意見いただけたらと思うのですが、ソフト的なもので新たなものがお示しできないのが苦しいところです。
松下：中央の財源が枯渇している現状なので仕方がない面もあると理解しています。改修とか整備が中心。まあ、耐震化と同じで当たり前のことをやっていますと。新規事業ではなく過去の事業の継承。それで手一杯かなと、財源的に。ただこれをやってると、最終的にはどんどん尻すぼみになるのではないかと思います。じゃあ財源はと言われたら難しいですが…。ようするに、町の社会教育の事業としては今後これなんだと、起爆剤となるようなものがあってその新規事業から派生したものから経済の発展とか、ひとつ見出せるようなものがあればすごくいいのにと感じます。そういうの思い切ったことをやらないと、飽きられるし。これが続いたら「もうええわ」というのが町民感情。そこに新しいものを。例えば先の話にでていた本の読み聞かせボランティア。読み聞かせは大人にも魅力的なもので、別に対象者を子どもに絞らなくても良いと思います。題材のバリエーションを増やしたり、視聴覚教材を入れたり。例えばプロの声優に読んでもらうだけでも全然違うものになるし、感動すると思うんです。発想を変える事業の一つかなと思います。既存事業の角度を変えて見てほしい。新しい風を入れるような事業計画を取り入れてほしいしそのほうが町民も興味をもってもらえるんじゃないかと思います。ぜひ執行部と協議の上動かしていただきたいと思います。

酒井：では私から。社会教育委員会とかにどれほどのものを期待されてるのかと考えたときに、年1回でご報告いただいて意見を言うだけでは、、、と思っていました。やれること、やれないこともあるとは思いますが、放課後こども教室とか、保育所とか、保護者から様々な意見を私も日ごろから聞いております。町内でもバランスがあってここではできているのに、ここではできてないとか。結構差があると感じています。社会教育の範囲が広いですよね。四万十町に公民館がないというのが他市町村にはすごい驚かれることです。この会の開催回数、もっとなんとかならないかということと、高知大学の先生でお知り合いがいて、別に謝金いらずに勉強会できるよとお話しもいただいていますので、可能ならばお願いしたいです。
今西：委員会自体は回数に決まりはありません。自治体によっては、定例会で開催しているところもあると思いますが、そこは委員の皆さんの意見をいただきながら決めたら良いと思います。
中村：年間、４回ぐらいは予算確保しています。
酒井：皆さんお忙しいと思いますが、どんどん勉強会とかやっていきませんか。
今西：委員長と打ち合わせさせていただきながら進めていきたいと思います。
酒井：はい、以上でよいですか。本日はありがとうございました。次回開催は、またご案内できたらと思います。またその時はよろしくお願いします。

―おわり―
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